
岡山県

写真1・東端の石原家

b、
ぜ

南部の東区内の女が上道北方地区を示す．

北部鏡野町内の女は真経地15<.を不す．

岡山県のオ ドクウ様に関する調査 ，研究

上の岡山県地図は，「白地図 KenMap」によって作成したものを編集した．

写真2・新家の石原家
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写真3・オドクウ様に曲げ飾りを把る 写真4・二村家

写主主5・田村家

写真7・鏡野町真経の地神 写真8・上道北方の地神塔

写真g：田村家の地主神 写真10：地主神に杷られる札
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岡山県のオドクウ様に関する調査 ・研究

写真 12：三村家の地主神

写真 14：風化した札らしきもの

写真16：木野山様のお堂

写真17：狼の描かれた札
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写真 19：金神の厨子 写真20：金神様の息抜き (1)

写真21：金神様の息抜き（2) 写真22：オシメ様

写真23：屋内のオシメ様 写真24：吉藤荒村i

写真25：利岡荒神 写真26：中土居の愛宕様
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岡山県のオドクウ様に関する調査・研究

注

(1）『岡山県史』第15巻民俗I「第六章民間信仰と修験道（三浦1983: 488 493）」によると屋敷神と

してJ記られている神は，地主神を始め，狼様，弁天様，御崎（ミサキ）， ミコ神，金神，摩利支天といった

神的記られている．

(2) この方位は正確な南ではなく，南東方向にずれている． しかし，家の方位について伺うと「家は南向

き」といわれる．そのため，ここでは民俗方位として，家を南向きとしていると述べた．

(3) 地面に筒を挿し，「息抜き」と称する事は，井戸ゃ便所を埋める際の習俗に見られる．特に井戸を埋め

る際には，神職さんに来てもらって断りの祝詞をあげてもらうという．

(4) 三浦は「岡山県の荒神信仰」（三浦1989: 78）においても，百頭で『吉備温故秘録』巻之二十四をヲ！用

している．この史料において荒神は「淫桐の小宮」と述べられているが，人々が祭配していた様子が観察さ

れている．

(5) 高見寛孝『荒神信仰と地神盲僧一柳田園男を超えて一』によって，山口県や九州の盲僧が琵琶を弾いて

カマドi抜いを行った事が述べられる．

(6) 文中では，「岡山市中尾北方七十五匹の石原家」となっているが，現在は，北方地区と鉄地区のち上う

ど境目に位置し，家の裏側にオシメ様が肥られている．この屋号とみられる「七十五匹」にづいては，地元

ではこのような呼び方をしない事から，なぜこのように記載されているのか不明である．

(7) 岡山県の備中荒神神楽では，荒神・氏神 ・ロックゥ・コガミを神殿屋敷の祭壇へ神迎えを行う．また，

土公神は，「各家のロックゥ（土公神・かまど神）を迎える」（三浦 1989: 108）と述べられている．そのた

め必ず、しも隈定された土地に常駐しているとはいえない． したがって，本稿における土公神（三宝荒神）の

示す常駐性の前提となるのは，「出雲に行かない」と定めた．
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